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ヨーロッパのアーバンガーデン

課題
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図1 - 野菜栽培に適当な土を袋詰めするガーデナーたち。カレヴァンハレユ・コミュニティガーデン（フィンランド、タンペレ）にて。写真：Krista Willman.
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アーバンガーデンは、個人レベルでも集団レベルでも様々なスキルや知識が形作られる、重要な学びの場である。これは、アロ
ットメントガーデンでも、コミュニティガーデンのような新しい形のガーデニングプロジェクトでも同様である。	
	
集団レベルで見ると、ガーデンは内部メンバー同士の対立や新しいメンバーの統合に対しどう対処するか、場所が使えなくなる
ことにどう反応するか、そして政治的にどう動いていくかについて学ぶことができる空間である。ガーデナーは持続可能性や環
境に関わる問題について知識を得て、どのような植物を栽培するか学ぶことになる。さらに、ガーデンは異なる社会的集団と交
流し、友情を築くことができる素晴らしい場所である。	
	
しかし、アーバンガーデンでこのような多様な学びが可能であるにも関わらず、その可能性は必ずしも十分に活かされているわ
けではない。スキルや知識はまだ最大限まで深められても、普及されてもいない。

このファクトシートは、アロットメントとコミュニティガーデンのガーデナーにどのように学びを支援し、スキルや知識をガーデナ
ーに伝え広げていくか、情報を提供するものである。

アーバンガーデンを学びの場にするには
どうすればよいか？
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関連情報

事例紹介

カレヴァンハレユ・コミュニティガー
デンはフィンランドのタンペレにあ

り、2013年に教会の音質があったブ

ラウンフィールドに設立された。50の

袋と箱でガーデニングに取り組むお

よそ15の活発な市民によるグループ

があり、共同で作業を行い、収穫物を

シェアしている。ガーデナーは毎年夏

に苗を植え方や栄養の与え方、堆肥の

作り方について教えるイベントを地域

の組織とともに催している。

ランドホーフコミュニティガーデンは

2011年にスイスのバーゼルで設立さ

れた。地域のアーバンアグリカルチャ

ーのネットワークに属するボランティ

アグループにより活発に運営されて

おり、自治体のガーデニングに関わる

行政課に支援されている。ガーデンは

誰でもアクセスすることができ、参加

したり生態系にやさしいガーデニン

グや持続的な生活の仕方について学

んだりすることもできる。小さなコン

サートのような定期的な文化的なイ

ベントに加え、共同のガーデニング活

動も週2回行われている。

ガーデナーとガーデニンググループへのメッセージ

図3 – 収穫の仕方をともに学ぶガーデナー（フィンラン
ド、タンペレ）。写真：Krista Willman

I図2 – コミュニティミーティングの間に水やりをするガーデナー。ムスティカマ・エディブル・パーク（フィンラ
ンド、ヘルシンキ）にて。写真：Krista Willman

共同の学び

•	 公共性はアロットメントとコミュニティガー
デンのどちらにおいても学びの重要な要
素です。	

•	 ガーデニング活動中の共同のアクション
により、知識をシェアし、学ぶことができま
す。	

•	 栽培に関する問題について、近くのガーデ
ナーに助言を求めたり、共同のガーデニン
グやイベント、ミーティングのときに経験と
ガーデニングのコツを伝え合う機会を設
定したりすることで、みんなが互いに学び
合うことができます。	

•	 理想的には、共同の学びはガーデン外の
近隣地区まで広がっていくべきでしょう。

•	 近隣住民や協会や小さな企業、公共機関
などの関係者との協力は知識の交換や共
同の学びを進めるものとなります。

学びのプロセス

•	 学びとは単に新しい知識やスキルを得る
だけでなく、決まった解答を見出せない問
題をガーデナーやガーデングループがど
うにか対処するための、創造的なプロセス
でもあります。たとえば、雑草や害虫への対
処の仕方や、新しいメンバーをガーデンに
なじませる方法といった問題があります。	

•	 獲得した新しいスキルや知識を実際に使
うことは、ガーデナーが問題を解決するの
に役立つでしょう。

様々な学びの形

•	 コミュニティガーデンが新しいほど、共同
の栽培の機会を設けやすく、新しいスキル
や知識をみんなで得るための空間もつく
りやすいです。	

•	 新しいガーデニングの活動形態は、若い
利用者層やより形式ばらないメンバーシ
ステム、そこだけの独特のルールを持つの
が典型的な特徴です。

•	 共同の学びはアロットメントガーデンでも
起こります。利用者組織では、大抵公式の
文書に記された形式ばったメンバーシス
テムやルールが設定されています。こうし
た状況では、学んだりスキルを共有したり
することは、個々のガーデナー同士のなか
で起きるものです。

•	 しかし、どちらのガーデンタイプでも、次の
ページに示すような様々な形で学びを支
援することができます。
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関連情報

役立つリンク集

スイス・バーゼルの緑に関する活動

をつなぐ地域ネットワーク：http://

urbanagriculturebasel.ch

イギリス・ブリストルのコミュニテ

ィでの食料生産運動：http://

ediblebristol.org.uk/

フィンランドのアーバンガーデニ

ングの試験的取り組み：http://

kaupunkiviljely.fi/brief- in-

english/

キッチンコミュニティ-アーバンガー

デニングを通じて子供たちはガーデ

ニングスキルとコミュニティ形成を学

ぶことができる（アメリカ）： https://

thekitchencommunity. org/

about-us/

アーバンガーデンを成功させる

ための助言が得られるウェブサイ

ト：http://urbangardenguide.

com

 

ガーデナーとガーデニンググループへのアドバイスメモ

図 5 - ジャガイモについて学ぶ子ども（タンペレ、フィン
ランド）。写真：Meri Lampinen.

図4 - 園芸家とともに次のシーズンに向けて輪作を計画中。カレヴァンハレユ・コミュニティガーデン（フィン
ランド、タンペレ）にて。写真：Krista Willman.

観察
•	 季節ごとに成長を観察し、生育実験を行う
ことは素晴らしい学びの手段となります。	

多様性
•	 新しい学びを促すために、様々な背景をも
った人々を巻き込みましょう。たとえば異な
る年齢層や国籍、ジェンダー、社会背景や
職業の人々が考えられます。	

•	 ガーデナーの背景が多様になると新しい
植物やガーデニングの仕方を取り入れる
ことができます。	

•	 異なる分野の専門家は、ガーデニング団体
に園芸的な知識や技術的な解決方法、交
流面での実践的知識を授けてくれます。

 
指導体制
•	 経験の豊富なガーデナーは初心者を助け
ることができます。

•	 組織は、経験豊富なガーデナーに新しい
参加者の指導・相談役になってもらえるよ
う、提案するとよいでしょう。

 
全体ミーティング
•	 毎週あるいは毎月、ミーティングをしまし
ょう。

•	 週末に植え付けや草取り、収穫作業を設定
しましょう。	

•	 近隣住民にイベントについて知らせるた
め、地方紙やfacebookページ等のコミュニ
ケーション手段を使いましょう。	
	
	
	
	
	

共用空間
•	 ガーデナーが集まってリラックスできる共
用空間をつくりましょう。

知識のプラットフォーム
•	 ソーシャルメディアや掲示板（たとえば倉
庫の壁に冊子を下げるなど）を使って、知
識とガーデニングのコツをシェアするため
のプラットフォームをつくりましょう。

学校のイベント
•	 アーバンガーデンは子どもたちが直接自然
と触れられる素晴らしい学びの空間です。	

•	 地域の学校やプレイグラウンドに連絡を取
り、ジャムやペーストづくりなどのみんなで
取り組むワークショップに興味があるか問
い合わせてみましょう。	

•	 学校に通う子どもたち用の区画を用意し、
子どもたちや先生の補助をする体制もつく
っておきましょう。

オープン・ガーデン・ユニバーシティ
•	 専門家やガーデナーによる講義を毎月開
き、知識をシェアする機会を作りましょう
（たとえば何かしらのプロジェクトや、植物
のある種類、特殊な栽培技術についてな
ど）。

•	 農村と都市が出会えるような機会をつくり
ましょう。たとえば農家を招いて、農村的な
見方から農作業の実践について議論する
機会などが考えられます。	

•	 講義は興味を持ついかなる人にも公開さ
れるとよいでしょう。	

•	 定期的な講義はガーデナーに知識をいか
に伝えるか、学んでもらう機会となるとと
もに、様々な人を呼び集める効果も持ちま
す。
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「欧州のアーバンガーデン」に参加しましょう：

https://www.facebook.com/groups/825421310826607/
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